
(57)【要約】

【解決手段】　缶は、蓋の直下に、当初は使用可能な飲

料を収容していないが、最終的には飲料を収容すること

になっている第１室（３８）を有し、この第１室は、既

に飲料（１８）を収容している第２室（１６）から密閉

バッフル（１４；２１４；３１４）により分離され、こ

の密閉バッフルは、飲料（１８）を収容する第２室（１

６）の内部に浸されるようになっている管体（２２；１

２２）を備えたフィルタ装置（２４；１２４）を受け入

れるようにされたハウジング（２０；１２０；２２０；

３３４）を有する。使用者が、フィルタ装置（２４；１

２４）を、利用状態に置いて、２個の室同士（３８及び

１６）間に、フィルタ装置（２４；１２４）を介して、

連通をもたらした上で、缶に熱源の影響を受けさせると

、下方の室（１６）に収容されている飲料が、物質（２

８）を貫流して第１室（３８）に移動して、飲料を生成

できる手段が、設けられる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 飲 料 缶 、 す な わ ち 、 側 壁 と 底 と 蓋 と を 備 え 、 食 品 の 保 存 と 大 量 流 通 品 に 通 常 用 い ら れ る
タ イ プ の 容 器 で あ っ て 、 蓋 を 外 し 又 は 穿 孔 す る こ と に よ っ て 缶 内 に 収 容 し た 食 品 に ア ク セ
ス で き る も の に お い て 、
　 缶 （ １ ０ ） の 蓋 の 直 下 に 、 当 初 は 使 用 可 能 な 飲 料 を 収 容 し て い な い が 、 最 終 的 に は 飲 料
を 収 容 す る こ と に な っ て い る 第 １ 室 （ ３ ８ ） を 有 し 、 こ の 第 １ 室 は 、 缶 が 使 用 者 に 提 供 さ
れ る 際 に は 、 適 量 な 飲 用 液 体 （ １ ８ ） を 既 に 収 容 し て い る 第 ２ 室 （ １ ６ ） か ら 密 閉 バ ッ フ
ル （ １ ４ ； ２ １ ４ ； ３ １ ４ ） に よ り 分 離 さ れ 、
　 こ の 密 閉 バ ッ フ ル は 、 フ ィ ル タ 装 置 （ ２ ４ ； １ ２ ４ ） の 非 透 過 性 部 分 を 密 閉 的 に 受 け 入
れ る よ う に 構 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ （ ２ ０ ； １ ２ ０ ； ２ ２ ０ ； ３ ３ ４ ） を 有 し 、 フ ィ ル タ 装
置 は 、 抽 出 及 び ／ 又 は 煎 じ 出 し に よ り 所 望 の 飲 料 を 生 成 で き る 、 適 量 な 物 質 （ ２ ８ ） を 取
り 囲 む と と も に 、 飲 用 液 体 （ １ ８ ） を 収 容 す る 第 ２ 室 （ １ ６ ） の 内 部 に 浸 さ れ る よ う に な
っ て い る 管 体 （ ２ ２ ； １ ２ ２ ） を 備 え た 容 器 を 有 し 、
　 使 用 者 が 、 フ ィ ル タ 装 置 （ ２ ４ ； １ ２ ４ ） を 利 用 状 態 に 置 い て 、 ２ 個 の 室 同 士 （ ３ ８ 及
び １ ６ ） 間 に 、 フ ィ ル タ 装 置 （ ２ ４ ； １ ２ ４ ） を 介 し て 、 連 通 を も た ら し た 上 で 、 缶 に 熱
源 の 影 響 を 受 け さ せ る と 、 下 方 の 室 （ １ ６ ） に 収 容 さ れ て い る 飲 用 液 体 が 、 物 質 （ ２ ８ ）
を 貫 流 し て 第 １ 室 （ ３ ８ ） に 移 動 し て 、 飲 料 を 生 成 で き る 手 段 が 、 設 け ら れ る こ と を 特 徴
と す る 、 飲 料 用 缶 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 １ 室 （ ３ ８ ） は 、 開 口 が 上 向 き で あ る 容 器 （ １ ４ ） に よ り 形 成 さ れ 、 こ の 容 器 は 、 缶
（ １ ０ ） の 側 壁 （ １ ２ ） 内 に 収 ま る 寸 法 で 側 壁 内 に 位 置 付 け ら れ る こ と に よ り 、 容 器 （ １
４ ） と 側 壁 （ １ ２ ） と の 間 に は 、 空 間 が も た ら さ れ て 、 第 １ 室 （ ３ ８ ） に 隣 接 す る 第 ２ 室
（ １ ６ ） を 構 成 し 、 こ の 空 間 内 に 、 缶 が 使 用 者 に 提 供 さ れ る 際 に 、 適 量 な 飲 用 液 体 （ １ ８
） が 置 か れ 、 側 壁 （ １ ２ ） と 、 側 壁 内 の 容 器 （ １ ４ ） と は 、 少 な く と も １ 個 の 周 囲 領 域 で
接 触 し 、 す く な く と も 、 こ の 周 囲 領 域 で は 互 い に 密 閉 的 に 接 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 飲 料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 飲 料 を 受 け 入 れ る よ う に し た 上 方 室 （ ３ ８ ） の 上 部 穴 を 閉 じ る 蓋 （ ４ ０ ） は 、 缶 構 造 と
は 、 独 立 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 飲 料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 少 な く と も １ 個 の 他 の 取 り 外 し 自 在 な カ バ ー （ ４ ２ ） を 、 蓋 （ ４ ０ ） の 上 に 設 け る こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ に 記 載 の 飲 料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 構 成 部 品 の 少 な く と も 一 部 が 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
乃 至 ４ の い ず れ か １ に 記 載 の 飲 料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 構 成 部 品 の 材 料 は 、 電 子 レ ン ジ で の 使 用 に 適 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 ５ の い
ず れ か １ に 記 載 の 飲 料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 缶 を 使 用 者 に 提 供 す る 際 に は 、 フ ィ ル タ 装 置 （ ２ ２ ； １ ２ ４ ） は 、 飲 料 受 け 止 め 器 と し
て 機 能 す る 第 １ 室 （ ３ ８ ） 内 に 収 容 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か
１ に 記 載 の 飲 料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 フ ィ ル タ 装 置 （ ２ ２ ； １ ２ ４ ） の 非 透 過 性 部 分 を 密 閉 的 に 受 け 入 れ る よ う に し た ハ ウ ジ
ン グ は 、 フ ィ ル タ 装 置 の 非 透 過 性 部 分 を 挿 入 で き る 密 閉 バ ッ フ ル （ １ ４ ； ３ １ ４ ） の 穿 孔
可 能 領 域 （ ３ ３ ４ ） か ら な る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ か １ に 記 載 の 飲
料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 フ ィ ル タ 装 置 （ ２ ２ ； １ ２ ４ ） の 非 透 過 性 部 分 を 密 閉 的 に 受 け 入 れ る た め に 、 ハ ウ ジ ン
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グ は 、 密 閉 バ ッ フ ル （ １ ４ ； ２ １ ４ ； ３ １ ４ ） の 一 部 を 構 成 す る 貫 通 ダ ク ト （ ２ ０ ； １ ２
０ ； ２ ２ ０ ） か ら な り 、 こ の ダ ク ト を 介 し て の 、 フ ィ ル タ 装 置 （ ２ ２ ； １ ２ ４ ） 内 に 収 容
さ れ た 物 質 （ ２ ８ ） と 飲 用 液 体 （ １ ８ ） と の 間 の 連 通 は 、 缶 が 使 用 者 に 提 供 さ れ る 際 に は
、 穿 孔 可 能 な 膜 （ ３ ４ ； １ ３ ４ ） 又 は 除 去 可 能 な 膜 （ ２ ３ ４ ） に よ り 、 妨 げ ら れ る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ か １ に 記 載 の 飲 料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 貫 通 ダ ク ト （ ２ ０ ； １ ２ ０ ； ２ ２ ０ ） の 少 な く と も 一 部 に は 、 ね じ 山 が 形 成 さ れ て 、 フ
ィ ル タ 装 置 （ ２ ４ ； １ ２ ４ ） の ね じ 形 成 部 に 嵌 る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ９ に 記 載 の 飲 料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 フ ィ ル タ 装 置 （ ２ ４ ； １ ２ ４ ） の 非 透 過 性 部 分 と 、 最 終 的 な 使 用 状 態 で は 、 こ の フ ィ ル
タ 装 置 が 、 位 置 付 け ら れ る 、 ハ ウ ジ ン グ （ ２ ０ ； １ ２ ０ ； ２ ２ ０ ； ３ ３ ４ ） と の 間 の 密 閉
を 、 ガ ス ケ ッ ト （ １ ４ ０ ） に よ り 行 う こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ０ の い ず れ か １
に 記 載 の 飲 料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 消 費 者 に 提 供 さ れ る 際 に は 、 フ ィ ル タ 装 置 （ ２ ４ ； １ ２ ４ ） は 、 所 望 の 飲 料 を 抽 出 及 び
／ 又 は 煎 じ 出 し に よ り 得 る こ と が で き る 、 適 量 物 質 （ ２ ８ ） を 既 に 収 容 し て い る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 飲 料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 飲 料 を 抽 出 及 び ／ 又 は 煎 じ 出 し に よ り 得 る こ と が で き る 、 物 質 （ ２ ８ ） は 、 挽 い た コ ー
ヒ ー で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 飲 料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 飲 料 を 抽 出 及 び ／ 又 は 煎 じ 出 し に よ り 得 る こ と が で き る 、 前 記 物 質 （ ２ ８ ） は 、 可 溶 性
固 体 あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 飲 料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 飲 用 液 体 （ １ ８ ） を 収 容 す る 室 （ １ ６ ） に は 、 安 全 弁 が 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 飲 料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 室 （ １ ６ ） に 取 り 付 け た 安 全 弁 は 、 上 方 室 （ ３ ８ ） の 内 部 へ の 流 通 た め に 設 け ら れ る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 飲 料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 飲 用 液 体 （ １ ８ ） を 収 容 す る 室 （ １ ６ ） と 、 フ ィ ル タ 装 置 （ ２ ４ ； １ ２ ４ ） に 収 容 さ れ
た 物 質 （ ２ ８ ） と の 間 の 連 通 は 、 缶 （ １ ０ ） が 使 用 者 に 提 供 さ れ る 際 に は 、 食 用 の 熱 溶 解
性 膜 に よ り 妨 げ ら れ 、 フ ィ ル タ 装 置 （ ２ ４ ； １ ２ ４ ） を 、 そ の 利 用 状 態 に お く 必 要 が あ る
消 費 者 に よ る 操 作 は 、 前 記 フ ィ ル タ 装 置 （ ２ ４ ； １ ２ ４ ） を 収 容 す る 缶 （ １ ０ ） に 熱 源 の
影 響 を 受 け さ せ る こ と で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 飲 料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 飲 用 液 体 （ １ ８ ） を 収 容 す る 室 （ １ ６ ） と 、 フ ィ ル タ 装 置 （ ２ ４ ； １ ２ ４ ） に 収 容 さ れ
た 物 質 （ ２ ８ ） と の 間 の 連 通 は 、 缶 （ １ ０ ） が 使 用 者 に 提 供 さ れ る 際 に は 、 缶 を 熱 源 と 接
触 さ せ る と 、 室 （ １ ６ ） 内 に 生 ず る 圧 力 増 加 に よ り 穿 孔 可 能 な 膜 に よ り 妨 げ ら れ 、 こ の 膜
の 破 断 圧 力 は 、 安 全 弁 （ ３ ６ ） の 解 放 圧 力 よ り も 小 で あ り 、 フ ィ ル タ 装 置 （ ２ ４ ； １ ２ ４
） を 、 そ の 利 用 状 態 に お く 必 要 が あ る 消 費 者 に よ る 操 作 は 、 フ ィ ル タ 装 置 （ ２ ４ ； １ ２ ４
） を 収 容 す る 缶 （ １ ０ ） に 熱 源 の 影 響 を 受 け さ せ る こ と で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ 又 は １ ５ に 記 載 の 飲 料 用 缶 （ １ ０ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 飲 料 用 缶 、 す な わ ち 、 飲 料 を 保 存 す る た め 、 及 び 最 終 消 費 者 に 多 量 に 流 通
さ せ る た め 、 食 品 の 使 用 に 適 し た 材 料 か ら な る 容 器 で あ っ て 、 内 部 に 収 容 し た 食 品 に 対 す
る 保 存 及 び 大 量 流 通 機 能 を 果 た す こ と に 加 え て 、 抽 出 し た 及 び ／ 又 は 煎 じ 出 し た 飲 料 を 、
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使 用 の 瞬 間 に 、 缶 に よ り 生 成 で き 、 こ う し て 生 成 さ れ た 飲 料 が 、 缶 の 内 部 の 空 間 内 に 収 集
さ れ て 、 そ こ か ら 直 接 消 費 さ れ る も の に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 コ ー ヒ ー は 、 世 界 で 最 も 消 費 さ れ る 飲 料 の 一 つ で あ り 、 コ ー ヒ ー 飲 料 は 、 沸 点 近 く の 温
度 ま で 加 熱 さ れ た 水 を 、 挽 い た コ ー ヒ ー 中 を 通 過 さ せ る 場 合 に は 抽 出 に よ り 、 あ る 量 の 挽
か れ た コ ー ヒ ー が 、 沸 点 近 く の 温 度 を 有 す る 水 に 、 数 分 間 放 置 さ れ る 場 合 に は 煎 じ 出 し に
よ り 、 挽 か れ た コ ー ヒ ー が 、 そ の 中 に 含 ま れ て い る 可 溶 性 の 芳 香 物 質 を 温 水 に 受 け 渡 す 時
に 、 生 成 さ れ る 飲 料 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ホ テ ル 、 カ フ ェ テ リ ア 、 軽 食 堂 （ 例 え ば 、 オ フ ィ ス 又 は 駅 ） 等 の 公 共 の 場 所 で は 、 こ の
飲 料 は 、 オ ペ レ ー タ の 存 在 を 必 要 と す る 、 「 コ ー ヒ ー マ シ ン 」 と 呼 ば れ る 、 嵩 張 る 機 器 に
よ り 生 成 さ れ る の が 通 常 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 家 庭 で は 、 こ の 飲 料 は 、 複 数 個 の 部 品 か ら な る 、 「 コ ー ヒ ー ポ ッ ト 」 と 呼 ば れ る 機 器 を
用 い て 生 成 さ れ る の が 通 常 で 、 必 要 に 応 じ て 、 消 費 者 は 、 適 切 な 部 品 に 、 水 道 水 と コ ー ヒ
ー 粉 と を 満 た し 、 部 品 を 組 み 立 て て 、 組 み 立 て た も の を 熱 源 に 置 き 、 コ ー ヒ ー の 生 成 を 待
っ て 、 カ ッ プ に 注 ぎ 、 最 後 は 、 組 み 立 て た も の を ば ら し 、 次 の 飲 料 の 生 成 に 供 え て 、 ば ら
し た 部 品 を 洗 浄 す る 。 家 庭 で の 使 用 用 に 、 た く さ ん の 小 型 コ ー ヒ ー マ シ ン も 、 市 販 さ れ て
い る が 、 公 共 の 場 所 用 の コ ー ヒ ー マ シ ン を 小 型 化 し た も の に 過 ぎ な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 た と え 、 コ ー ヒ ー ポ ッ ト 又 は 大 小 に 拘 わ ら ず コ ー ヒ ー マ シ ン を 手 元 に 持 っ て い な く て も
、 所 望 の 時 に コ ー ヒ ー を 得 る こ と が で き る よ う に し た い こ と は 、 長 年 に 渡 っ て 、 消 費 者 が
望 ん で い た こ と で あ っ た 。 こ う し た 要 望 は 、 例 え ば 、 旅 行 を し て い る 時 、 ス ポ ー ツ を し て
い る 時 又 は 住 所 が あ る 地 域 か ら 離 れ て い る 時 な ど 、 家 か ら 離 れ て い る 時 に 、 し ば し ば 起 こ
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ う し た 要 請 を 満 た す 試 み と し て 、 例 え ば 、 商 標 「 ネ ス カ フ ェ 」 と し て 知 ら れ て い る よ
う な 、 水 に 瞬 時 に 溶 け る 粉 末 が 、 市 販 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ う し て 得 ら れ る コ ー
ヒ ー は 、 抽 出 又 は 煎 じ 出 し に よ り 生 成 さ れ る も の と 同 程 度 に 消 費 者 の 味 覚 を 満 足 す る も の
で は な か っ た 。 い ず れ に せ よ 、 こ の 一 時 凌 ぎ の 解 決 は 、 水 が な い 場 合 の 問 題 を 解 決 す る も
の で は な い 。 水 が な い 状 態 は 、 特 に 、 消 費 者 が 、 住 所 が あ る 地 域 か ら 離 れ て い る 場 合 （ 例
え ば 、 小 旅 行 中 又 は 小 船 に 乗 船 中 ） に 、 又 は 、 水 が 、 容 易 く 手 に 入 ら な い 、 若 し く は 、 水
が 飲 め る も の な の か 否 か 不 明 で あ る 場 合 に 、 起 こ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ う し た 問 題 を 解 消 す る 試 み と し て 、 調 整 済 み の コ ー ヒ ー 飲 料 を 入 れ た 缶 も 、 同 じ 期 間
に 渡 っ て 市 販 さ れ て い る が 、 最 終 消 費 者 は 、 所 望 に よ り 、 缶 を 加 熱 し て い る 。 し か し な が
ら 、 コ ー ヒ ー 飲 料 が 製 造 時 に 受 け た 冷 却 後 に な っ て 起 こ る 加 熱 に よ り 、 コ ー ヒ ー の 味 は 、
か な り 変 質 す る こ と が よ く 知 ら れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の た め 、 本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 の 要 請 を 満 足 す る と と も に 上 述 の 問 題 点 も 同 時 に 解 消
す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の も う 一 つ の 目 的 は 、 第 １ の 目 的 の 後 に 述 べ る が 、 極 め て 重 要 な も の で （ 際 立 っ
て 有 用 な も の で ） 、 熱 源 が あ る 限 り 、 ど こ に い よ う と も 、 瞬 時 に 生 成 さ れ た 本 物 の コ ー ヒ
ー の 活 性 化 性 と 爽 快 性 と を 享 受 で き る と 同 時 に 、 使 用 の 瞬 間 ま で コ ー ヒ ー を 生 成 す る の に
必 要 な も の を 保 存 で き る 、 （ 登 録 商 標 Ｃ ｏ ｃ ａ Ｃ ｏ ｌ ａ で 現 在 達 成 さ れ て い る よ う な ） 大
量 流 通 品 を 提 供 す る こ と に あ る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 別 の 目 的 は 、 本 物 の コ ー ヒ ー を 必 要 時 に 生 成 で き る だ け で な く 、 抽 出 及 び ／ 又 は
煎 じ 出 し に よ り 、 種 々 の 物 質 か ら 得 る こ と が で き る 、 他 の 飲 料 を 生 成 す る こ と に も 利 用 で
き る 缶 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ う し た 目 的 は 、 飲 料 缶 、 す な わ ち 、 食 品 の 保 存 と 大 量 流 通 に 一 般 に 利 用 で き 、 使 用 後
に は 廃 棄 さ れ る 容 器 で あ っ て 、 飲 料 缶 は 、 側 壁 と 底 と 蓋 と を 備 え 、 蓋 を 外 し 又 は 穿 孔 す る
こ と に よ っ て 缶 内 に 収 容 し た 食 品 に ア ク セ ス で き る も の に お い て 、
　 蓋 の 直 下 に 、 当 初 は 使 用 可 能 な 飲 料 を 収 容 し て い な い が 、 最 終 的 に は 飲 料 を 収 容 す る こ
と に な っ て い る 第 １ 室 を 有 し 、 こ の 第 １ 室 は 、 缶 が 使 用 者 に 供 給 さ れ る 際 に は 、 適 量 な 飲
用 液 体 を 既 に 収 容 し て い る 第 ２ 室 か ら 密 閉 バ ッ フ ル に よ り 分 離 さ れ 、
　 こ の 密 閉 バ ッ フ ル は 、 フ ィ ル タ 装 置 の 非 透 過 性 部 分 を 密 閉 的 に 受 け 入 れ る よ う に 構 成 さ
れ た ハ ウ ジ ン グ を 有 し 、 フ ィ ル タ 装 置 は 、 抽 出 及 び ／ 又 は 煎 じ 出 し に よ り 所 望 の 飲 料 を 生
成 で き る 、 適 量 な 物 質 を 取 り 囲 む と と も に 、 飲 用 液 体 を 収 容 す る 第 ２ 室 の 内 部 に 浸 さ れ る
よ う に な っ て い る 管 体 を 備 え た 容 器 を 有 し 、
　 使 用 者 が 、 フ ィ ル タ 装 置 を 利 用 状 態 に 置 い て 、 ２ 個 の 室 同 士 間 に 、 フ ィ ル タ 装 置 を 介 し
て 連 通 を も た ら す こ と に よ っ て 、 使 用 者 に よ り 缶 に 熱 源 の 影 響 を 受 け さ せ ら れ て 、 第 ２ 室
に 収 容 さ れ て い る 飲 用 液 体 が 、 沸 点 近 く の 温 度 に な る と 、 フ ィ ル タ 装 置 に 収 容 さ れ て い る
物 質 を 貫 流 し て 第 １ 室 に 移 動 し て 、 飲 料 を 生 成 で き る 手 段 が 、 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す
る 、 本 発 明 に よ る 飲 料 缶 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 フ ィ ル タ 装 置 は 、 好 ま し く は 、 た と え 、 利 用 状 態 に 置 か れ て い な く て も 、 第 １ 室 に 予 め
収 容 さ れ て 、 使 用 者 に よ り 、 利 用 状 態 に 置 か れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 抽 出 又 は 煎 じ 出 し に よ り 作 ら れ る 種 々 の 飲 料 は 、 挽 い た コ ー ヒ ー 及 び 大 麦 、 茶 、 コ コ ア
等 の 種 々 の 物 質 を 用 い て 同 様 に し て 得 る こ と が で き る 。 こ う し た 物 質 は 、 微 紛 状 態 か ら 葉
が 裁 断 さ れ て い る 状 態 ま で の 範 囲 の 程 度 ま で 、 多 か れ 少 な か れ 、 挽 か れ 、 又 は 、 例 え ば 、
粉 末 ミ ル ク 、 砂 糖 等 の 他 の 食 品 と 混 合 さ れ て も よ い 。 以 下 、 用 語 「 飲 料 」 は 、 最 終 的 な 液
体 生 成 物 、 及 び 、 フ ィ ル タ 装 置 に 収 容 さ れ て 飲 料 に で き る 「 物 質 」 に つ い て 、 絶 え ず 用 い
る 。 同 様 に 、 飲 用 液 体 は 、 通 常 、 水 で あ る が 、 ミ ル ク 等 の 他 の 液 体 に 置 き 換 え 又 は こ う し
た 他 の 液 体 を 加 え て 、 カ プ チ ー ノ の よ う な コ ー ヒ ー 以 外 の 飲 料 を 生 成 す る も の で あ っ て も
よ く 、 最 終 的 な 液 体 生 成 物 は 、 全 て 、 「 飲 料 」 に 入 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 で は 、 最 終 飲 料 を 受 け 入 れ る こ と に な っ て い る 第 １ 室 は 、 飲 用 液 体 を 収
容 す る 中 空 室 を 備 え た 一 体 構 造 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 変 形 態 様 に よ れ ば 、 飲 料 を 収 集 す る 第 １ 室 と 、 飲 用 液 体 を 収 容 す る 第 ２ 室 と は
、 互 い に 両 者 を 分 離 す る 密 閉 バ ッ フ ル を 備 え た 一 体 構 造 を 互 い に 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の も う 一 つ の 変 形 態 様 に よ れ ば 、 第 １ 収 集 室 は 、 開 口 が 上 向 き の 概 ね カ ッ プ 状 の
容 器 で あ っ て 、 缶 を 使 用 者 に 提 供 す る 際 に は 、 所 定 量 の 飲 用 液 体 が 既 に 入 れ て あ る 空 間 を
、 容 器 と 側 壁 と の 間 に 形 成 す る よ う に 、 缶 の 側 壁 内 に 挿 入 で き る 形 状 と 大 き さ と を 有 す る
容 器 に よ り も た ら さ れ 、 缶 の 側 壁 と 容 器 と は 、 少 な く と も １ 個 の 周 辺 領 域 で 接 し 、 少 な く
と も 、 こ の 周 辺 領 域 で は 、 互 い に 密 閉 的 に 結 合 さ れ る 。 上 述 し た 態 様 に お い て 、 こ の 空 間
に 隣 接 す る カ ッ プ 状 容 器 の 壁 は 、 分 離 バ ッ フ ル と し て 機 能 し 、 こ の 空 間 が 、 第 １ を 構 成 す
る こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 こ の 目 的 の た め 、 缶 に は 、 分 離 バ ッ フ ル に 設 け た ハ ウ ジ ン グ
に 挿 入 さ れ る フ ィ ル タ 装 置 を 備 え 、 ハ ウ ジ ン グ は 、 非 透 過 性 膜 に よ り 当 初 は 閉 じ ら れ て い
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る 。 こ の フ ィ ル タ 装 置 は 、 使 用 者 に よ り ハ ウ ジ ン グ に 密 閉 的 に 挿 入 さ れ 、 こ の 非 透 過 性 膜
を 破 断 し て 利 用 可 能 状 態 に 置 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 フ ィ ル タ 装 置 は 、 物 質 を 保 つ た め の カ プ セ ル 状 に 閉 じ ら れ た 又 は 閉 じ る こ と が で き る 容
器 か ら な り 、 容 器 の 一 端 に は 、 飲 用 液 体 を 収 容 す る 第 ２ 室 の 内 部 に 浸 す た め の 管 体 を 備 え
、 容 器 の 他 端 に は 、 飲 用 液 体 が 、 挽 い た 物 質 中 を 貫 流 し て 、 収 集 室 と し て 機 能 す る 第 １ 室
に 流 入 す る よ う に 、 少 な く と も １ 個 の フ ィ ル タ 領 域 、 す な わ ち 、 飲 用 液 体 の み を 透 過 す る
領 域 を 備 え 、 フ ィ ル タ 装 置 の 非 透 過 領 域 の 少 な く と も 一 部 は 、 分 離 バ ッ フ ル に 設 け ら れ た
ハ ウ ジ ン グ 、 又 は ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ た 分 離 バ ッ フ ル と 、 入 れ 子 状 に 組 み 合 う 形 状 を し
て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 必 要 な ら ば 、 フ ィ ル タ 装 置 を 挿 入 し た ハ ウ ジ ン グ の 周 囲 部 で の フ ィ ル タ 装 置 の 安 定 性 と
密 閉 と を 、 適 切 な ガ ス ケ ッ ト に よ り も た ら し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 ま し く は 、 缶 を 使 用 者 に 供 給 す る と き 、 フ ィ ル タ 装 置 を 、 第 １ 収 集 室 に 既 に 収 容 し て
お い て 、 使 用 者 が 、 蓋 を 取 り 除 き 又 は 穿 孔 す る と 、 フ ィ ル タ 装 置 に 手 が 届 き 、 フ ィ ル タ 装
置 を 操 作 し て 最 終 的 な 利 用 状 態 に 置 く こ と が で き る よ う に す る 。 こ う す る 代 わ り に 、 フ ィ
ル タ 装 置 は 、 缶 内 に 予 め 置 く こ と な く 、 缶 に 添 付 し て も 、 例 え ば 、 缶 と フ ィ ル タ 装 置 と を
隣 同 士 に 入 れ た パ ッ ケ ー ジ に 入 れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 好 ま し く は 、 缶 を 使 用 者 に 供 給 す る と き 、 フ ィ ル タ 装 置 に 、 所 定 量 の 物 質 が 既 に 収 容 さ
れ て い る 。 こ う す る 代 わ り に 、 所 定 量 の 物 質 を 、 フ ィ ル タ 装 置 に 収 容 せ ず 、 フ ィ ル タ 装 置
に 添 付 し て （ 例 え ば 、 収 集 室 内 に 適 切 に 入 れ て 置 い て ） 、 フ ィ ル タ 装 置 を 、 使 用 者 が 物 質
を フ ィ ル タ 装 置 に 入 れ る と 、 フ ィ ル タ 装 置 を 利 用 可 能 状 態 に な る よ う に し て も よ い 。 特 に
、 フ ィ ル タ 装 置 に 挿 入 可 能 な 透 過 性 袋 体 （ 例 え ば 、 ろ 紙 か な る 袋 ） 内 に 、 物 質 を 入 れ て も
よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 フ ィ ル タ 装 置 に 収 容 し た 物 質 を 、 使 用 時 に 、 第 ２ 室 に 収 容 し
た 液 体 団 の 内 部 と 接 触 状 態 に す る 手 段 は 、
　 フ ィ ル タ 装 置 の 一 部 を な す 管 体 で あ っ て 、 一 端 が 自 由 端 で あ る 管 体 と 、
　 密 閉 さ れ た 分 離 バ ッ フ ル の 一 領 域 で あ っ て 、 使 用 者 の 操 作 に よ っ て 、 管 体 の 自 由 端 に よ
り 穿 孔 可 能 な 領 域 と 、
　 缶 を 使 用 状 態 に 置 く と 、 飲 用 液 体 を 既 に 収 容 し た 第 ２ 室 と 管 体 と 間 に 、 外 側 密 閉 を も た
ら す 手 段 と か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 別 の 変 形 態 様 に よ れ ば 、 フ ィ ル タ 装 置 に 収 容 し た 物 質 を 、 使 用 時 に 、 第 ２ 室 に
収 容 し た 液 体 団 の 内 部 と 接 触 状 態 に す る 手 段 は 、
　 密 閉 さ れ た 分 離 バ ッ フ ル に 設 け た ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、 飲 用 液 体 を 既 に 収 容 し た 第 ２ 室
と 、 最 終 飲 料 を 収 容 す る た め の 第 １ 室 と の 間 に 貫 通 孔 を 形 成 す る よ う に 、 タ ブ の 持 ち 上 げ
又 は 穿 孔 に よ っ て 、 使 用 者 に よ り 開 け る こ と が で き る 、 周 囲 領 域 を 備 え 、 貫 通 孔 内 に 、 フ
ィ ル タ 装 置 を 入 れ る こ と が で き る ハ ウ ジ ン グ と 、
　 使 用 者 に よ り 、 貫 通 孔 内 に 置 か れ た フ ィ ル タ 装 置 の 部 分 と 、 飲 用 液 体 を 既 に 収 容 し た 第
２ 室 と の 間 に 、 外 側 密 閉 を も た ら す 手 段 と か ら な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は ， 例 示 と し て 示 す ， ２ 個 の 実 施 の 形 態 に つ い て の 後 述 の 説 明 か ら ， よ り 容 易 に
理 解 さ れ る 。 こ の 説 明 で は 、 添 付 図 面 を 参 照 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 缶 １ ０ （ 具 体 的 に は 、 図 １ の 状 態 で は 符 号 １ ０ Ａ
で 、 図 ２ の 状 態 で は 符 号 １ ０ Ｂ で 示 す も の ） は 、 カ ッ プ 状 の 外 容 器 １ ２ と 、 ほ ぼ カ ッ プ 状
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の 内 容 器 １ ４ と か ら な り 、 内 容 器 １ ４ は 、 外 容 器 １ ２ に 同 心 円 状 に 挿 入 さ れ て い る 。 図 示
の 例 に お い て 、 ２ 個 の カ ッ プ 状 容 器 １ ２ 及 び １ ４ は 、 （ こ れ ら の 図 に 概 略 的 に 示 す よ う に
） 従 来 の よ う に 互 い の 上 端 を 折 り 返 し て 互 い に 締 め 付 け す な わ ち 密 着 す る こ と に よ り 、 両
者 間 に 密 閉 を も た ら す こ と が で き る の に 適 切 な 材 料 （ 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は プ ラ ス チ
ッ ク ） か ら な る 。 こ う し て 、 密 閉 さ れ た 中 間 室 １ ６ が 形 成 さ れ 、 液 体 （ 例 え ば 、 水 ） が 既
に 収 容 さ れ て い る 。 内 容 器 １ ４ は 、 こ の 場 合 、 そ の 壁 が 、 分 離 バ ッ フ ル と し て も 機 能 し 、
側 部 及 び 下 部 が 、 缶 １ ０ 内 で 生 成 さ れ る 飲 料 を 収 容 す る 室 と し て 機 能 す る 、 上 部 が 開 い た
室 ３ ８ を 形 作 る 。 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 上 部 が 開 い た ダ ク ト ２ ０ が 、 内 容 器 １ ４ の 底 部
か ら 下 方 に 軸 線 を 同 じ く し て 突 出 し 、 密 閉 膜 （ 例 え ば 、 練 り 歯 み が き チ ュ ー ブ の 口 を 閉 じ
る よ う な 、 ア ル ミ ニ ウ ム 製 シ ー ト ） に よ り 、 下 端 が 閉 じ さ れ る 。 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、
例 え ば 、 プ ラ ス チ ッ ク の よ う な 適 切 な 材 料 か ら な り 、 符 号 ２ ４ で 全 体 を 示 す フ ィ ル タ 装 置
の 一 部 を な す 管 体 ２ ２ が 、 ダ ク ト ２ ０ 内 に 若 干 押 し 込 む こ と に よ り 一 部 が 挿 入 さ れ る 。 こ
の 管 体 ２ ２ は 、 ダ ク ト ２ ０ に 管 体 ２ ２ を 挿 入 す る た め に は 、 ダ ク ト ２ ０ に 管 体 ２ ２ を 保 持
す る の に 役 立 つ （ 図 １ に 示 す 状 態 ） と と も に 、 管 体 ２ ２ と ダ ク ト ２ ０ 間 に 必 要 な 密 閉 を も
た ら す 力 が 加 わ る よ う な 外 径 を 有 す る 。 こ う し て 、 図 １ の 管 体 ２ ２ を ダ ク ト ２ ０ 内 で 下 に
押 し 込 む こ と に よ っ て 、 使 用 者 は 、 図 ２ に 示 す 状 態 を 作 り 出 し 、 管 体 ２ ２ の 下 端 （ 好 ま し
く は 、 こ れ ら の 図 に 示 す よ う に 、 フ ル ー ト の マ ウ ス ピ ー ス の よ う な 形 状 に さ れ る ） が 、 ダ
ク ト ２ ０ の 下 端 を 閉 じ る 密 閉 膜 ３ ４ を 穿 孔 す る 。 管 体 ２ ２ の 他 に 、 フ ィ ル タ 装 置 は 、 既 に
所 定 量 の 物 質 ２ ８ （ 例 え ば 、 挽 い た コ ー ヒ ー ） を 収 容 し て い る カ プ セ ル 状 の 中 空 部 （ 図 示
の 例 で は 、 実 質 的 に 球 形 ） ２ ６ も 有 す る 。 物 質 ２ ８ は 、 粒 状 で も 粉 状 で も よ い が 、 球 形 壁
２ ６ の 内 部 と 連 通 す る 管 体 ２ ２ の 上 部 開 口 に は 、 図 １ に お い て 符 号 ３ ０ で 示 す 液 体 透 過 性
バ ッ フ ル （ 例 え ば 、 ろ 紙 又 は 適 切 な 網 状 体 か ら 形 成 さ れ る ） を 設 け て あ る の で 、 物 質 は 、
管 体 ２ ２ 内 に は 落 下 し な い 。 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 フ ィ ル タ 装 置 ２ ４ の 球 形 部 ２ ６ は 、
そ の 上 部 に 、 複 数 個 の 孔 ３ ２ が 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 カ プ セ ル 状 の 中 空 部 が 、 最 終 的 な
飲 料 が 飛 び 出 す 透 過 領 域 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 缶 １ ０ を 使 用 者 に 供 給 す る 際 に は （ す な わ ち 、 使 用 者 が 缶 を 購 入 す る 際 に は ） 、 フ ィ ル
タ 装 置 ２ ４ は 、 上 述 し た よ う に 、 図 １ に 示 す 状 態 １ ０ Ａ に あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 缶 １ ０ は 、 密 閉 バ ッ フ ル ３ ４ が 、 加 熱 後 に 溶 け る 物 質 か ら な る 場 合 、 使 用 中 で も 、 図 １
に 示 す 状 態 １ ０ Ａ に 留 ま る こ と に 留 意 す べ き で あ る 。 こ の 場 合 、 使 用 者 に よ る 操 作 は 、 缶
１ ０ Ａ に 熱 源 の 影 響 を 受 け さ せ る 操 作 に 限 定 さ れ る 。 こ の こ と は 、 密 閉 バ ッ フ ル が 、 缶 に
熱 源 の 影 響 を 受 け さ せ る と 、 飲 用 液 体 を 収 容 す る 第 ２ 室 ３ ８ 内 に 生 ず る 圧 力 増 加 の 影 響 に
よ り 穿 孔 さ れ る 膜 か ら な る 場 合 に も 、 当 て は ま る 。 こ の 膜 は 、 室 ３ ８ の 壁 １ ６ 及 び 分 離 バ
ッ フ ル １ ４ よ り も 小 で あ る と と も に 、 缶 に 取 り 付 け た 安 全 弁 （ 後 述 す る ） の 放 出 圧 力 よ り
も 小 で あ る 耐 圧 力 を 有 す る こ と は 明 ら か で あ る 。 こ の 場 合 も 、 使 用 者 の 操 作 は 、 缶 １ ０ Ａ
に 熱 源 の 影 響 を 受 け さ せ る 操 作 に 限 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 缶 １ ０ Ａ に は 、 好 ま し く は 、 取 り 外 し 自 在 な 蓋 ４ ０ を 取 り 付 け 、 こ の 蓋 の 縁 を 折 り 返 し
て 、 ２ 個 の 内 外 容 器 １ ２ 及 び １ ４ の 端 部 に 締 め 付 け す な わ ち 密 着 す る こ と に よ っ て 接 合 し
、 蓋 に は 、 例 え ば 、 蓋 を 破 る た め の 公 知 の リ ン グ （ 図 示 せ ず ） を 設 け る 。 こ う す る 代 わ り
に 、 缶 に は 、 缶 １ ０ の 上 端 に 押 し 付 け に よ り 嵌 め る こ と が で き る 、 共 通 カ バ ー （ 例 え ば 、
プ ラ ス チ ッ ク 製 ） ４ ２ を 取 り 付 け て も よ い 。 缶 に は 、 既 に 述 べ た カ バ ー の 上 に 、 別 の カ バ
ー （ 例 え ば 、 衛 生 上 の 理 由 で ） を 取 り 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ ま で の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に 係 る 缶 は 、 著 し く 簡 便 で 極 め て 低 価 格 で
あ る （ 特 に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 及 び ／ 又 は プ ラ ス チ ッ ク か ら 形 成 す る 場 合 ） 。 こ の こ と は 、 明
ら か に 、 缶 が 、 再 利 用 で き ず 、 使 用 後 に は 捨 て ざ る を 得 な い 廃 棄 型 で あ る 場 合 に 、 重 要 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 用 語 「 缶 」 は 、 ブ リ キ 缶 に 使 用 す る ブ リ キ 板 以 外 の 材 料 、 す な わ ち 、 食 品 の 保 存 に 適 す
る 、 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 さ れ る 、 食 品 容 器 を 指 す も の と し て 用
い て お り 、 本 発 明 で は 、 缶 の 構 成 材 料 は 、 広 範 な 意 味 で 理 解 さ れ る べ き で あ る こ と に 留 意
す べ き で あ る 。 同 じ 理 由 で 、 用 語 「 缶 」 は 、 非 円 筒 形 状 （ 例 え ば 、 平 行 六 面 体 ） の 容 器 も
包 含 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 今 ま で の 説 明 か ら 明 ら か で は あ る が 、 こ こ で 、 缶 １ ０ の 使 用 に つ い て 、 明 瞭 化 の た め 、
簡 単 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 し た よ う に 、 使 用 者 は 、 図 １ に 示 す 状 態 １ ０ Ａ で 缶 １ ０ を 購 入 す る 。 使 用 者 が 、 缶
を 使 用 し て 、 あ る 飲 料 を 得 よ う と す る 場 合 、 使 用 者 は 、 カ バ ー が あ れ ば そ れ を 外 し た 後 に
、 ダ ク ト ２ ０ に 未 だ す っ か り 挿 入 さ れ て い な い 管 体 ２ ２ が 、 ダ ク ト に 可 能 な 限 り 入 り 込 む
よ う に 、 フ ィ ル タ 装 置 ２ ４ を 指 で 内 側 に 押 し 込 む だ け で よ い 。 こ う す る と 、 管 体 ２ ２ の フ
ル ー ト の マ ウ ス ピ ー ス 状 を し た 先 端 が 、 密 閉 バ ッ フ ル ３ ４ を 穿 孔 し て 、 外 容 器 １ ２ の 底 部
近 く に 達 し （ こ の 時 、 缶 は 、 図 ２ に 示 す 状 態 １ ０ Ｂ に あ る ） 、 管 体 ２ ２ は 、 第 ２ 室 １ ６ に
収 容 さ れ た 飲 用 液 体 （ 例 え ば 、 水 ） 中 に 浸 る 。 好 ま し く は 、 フ ィ ル タ 装 置 ２ ４ は 、 食 品 と
接 す る の に 適 し 、 管 体 ２ ２ を ダ ク ト ２ ０ 内 に 押 し 込 む こ と が で き る 十 分 な 硬 さ を 有 す る プ
ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 形 成 さ れ る 。 押 し 込 み 力 は 、 ダ ク ト ２ ０ の 内 壁 と 管 体 ２ ２ の 間 に 必 要
な シ ー ル を も た ら す た め に 、 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 缶 は 、 状 態 １ ０ Ｂ に 置 い た ま ま 、 第 ２ 室 １ ６ 内 に 収 容 し た 飲 用 液 体 １ ８ が 、 沸 騰 す る ま
で 、 熱 源 の 影 響 を 受 け さ せ る （ 例 え ば 、 缶 を 炎 の 上 又 は 電 子 レ ン ジ 内 に 置 く ） だ け で よ い
。 こ う す る と 、 飲 用 液 体 は 、 管 体 ２ ２ に 沿 っ て 上 昇 し 、 カ プ セ ル ２ ６ 内 に 収 容 さ れ た 物 質
２ ８ 中 を 通 過 し て 、 複 数 個 の 孔 ３ ２ か ら 飲 料 と な っ て 飛 び 出 て 、 上 述 し た よ う に 、 飲 料 用
の 収 集 室 と し て 機 能 す る 内 容 器 １ ４ 内 に 最 終 的 に 収 集 さ れ る 。 こ の 時 点 で 、 使 用 者 は 、 缶
で 通 常 供 給 さ れ る 他 の 飲 料 （ 例 え ば 、 ビ ー ル ） に お け る 場 合 と 同 様 に 、 缶 か ら 直 接 飲 料 を
飲 む こ と も で き る 。 飲 料 を 飲 み 終 え 、 す な わ ち 消 費 す る と 、 缶 は 、 廃 棄 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ に 示 す 状 態 に 、 フ ィ ル タ 装 置 を 置 く こ と な く 、 内 容 器 １ ４ が 十 分 な 大 き さ が あ る な
ら 、 フ ィ ル タ 装 置 を 内 容 器 内 に 入 れ た ま ま 、 缶 を 販 売 す る こ と も で き る こ と に 留 意 さ れ る
必 要 が あ る 。 こ の 場 合 、 例 え ば 、 上 述 し た 蓋 の よ う な 覆 い に よ り 、 フ ィ ル タ 装 置 が 、 缶 の
上 部 開 口 か ら 誤 っ て 飛 び 出 な い よ う に す る と と も に 、 香 り を 保 存 で き る よ う に す る 。 同 じ
よ う な 蓋 機 能 を 持 つ が 、 上 述 し た 蓋 の 代 用 と な る も の と し て 、 缶 を 、 包 装 用 ラ ッ ピ ン グ （
例 え ば 、 熱 収 縮 性 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト ） で 、 包 装 し て も よ い 。 フ ィ ル タ 装 置 は 、 こ う し た
蓋 の 外 に 置 い て も よ い こ と に 留 意 さ れ る 必 要 が あ る 。 フ ィ ル タ 装 置 ２ ４ が 、 図 １ の 状 態 に
ま だ 置 か れ て な い 場 合 に は 、 分 離 バ ッ フ ル ３ ４ の 破 断 が 、 穿 孔 可 能 領 域 ３ ４ で 起 こ さ せ て
も よ い 。 穿 孔 可 能 領 域 は 、 管 体 ２ ２ の 下 端 の 代 わ り に 他 の 手 段 に よ り 、 特 に 、 缶 に 備 え て
も よ い プ ラ ス チ ッ ク 製 の ス テ ィ ッ ク 又 は ピ ン に よ り 、 穿 孔 で き る 。 別 の 態 様 を 、 図 ５ に 示
し て あ り 、 こ の 別 の 態 様 で は 、 ダ ク ト ２ ２ ０ が 、 分 離 バ ッ フ ル ２ １ ４ よ り も 上 方 に 若 干 （
部 分 ２ ２ ０ Ａ 分 ） 突 出 し 、 こ の 部 分 ２ ２ ０ Ａ の 上 部 開 口 に 、 密 閉 膜 ２ ３ ４ を 設 け 、 使 用 時
に 、 使 用 者 が こ の 密 閉 膜 を 破 る が 、 こ の 破 断 作 業 は 、 握 り タ ブ ２ ３ ５ が あ る た め に 容 易 に
な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 特 に 簡 易 な 態 様 （ 図 ６ ） に よ れ ば 、 管 体 ２ ２ 用 の ハ ウ ジ ン グ と 、 分 離 バ ッ フ ル
の 穿 孔 可 能 領 域 と は 、 管 体 ２ ２ 等 の 手 段 に よ り 、 簡 単 に 穿 孔 で き る 、 薄 い 円 形 部 ３ ３ ４ を
、 分 離 バ ッ フ ル ３ １ ４ の 中 央 に 形 成 す る こ と に よ っ て 簡 単 に 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 態 様 （ 図 ３ 及 び ４ に 一 部 が 示 し て あ り 、 他 の 部 分 は 、 図 １ 及 び ２ に 示
す 態 様 と 同 様 ） に よ れ ば 、 管 体 ２ ２ の 大 径 部 の 外 側 に ね じ 山 を 形 成 し 、 こ の ね じ 山 を 、 ダ
ク ト １ ２ ０ の 内 壁 に 形 成 し た 雌 ね じ と か み 合 う に す る 。 図 ３ で は 、 フ ィ ル タ 装 置 １ ２ ４ （
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こ の 場 合 、 卵 形 で あ る ） は 、 管 体 １ ２ ２ の ね じ 山 形 成 部 の 一 部 だ け が 、 ダ ク ト １ ２ ０ に ね
じ 込 ま れ て い る （ 好 ま し く は 、 若 干 押 し 込 ま れ て い る ） 状 態 （ 缶 が 使 用 者 に 供 給 さ れ る 状
態 ） に あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 使 用 者 が 、 こ の 缶 を 使 用 し た い 場 合 に は 、 使 用 者 は 、 管 体 １ ２ ２ を ダ ク ト １ ２ ０ に す っ
か り ね じ 込 む だ け で よ く 、 こ う す る と 、 管 体 １ ２ ２ の フ ル ー ト の マ ウ ス ピ ー ス 状 を し た 下
端 が 、 密 閉 膜 １ ３ ４ を 穿 孔 し て 、 図 ４ に 示 す 状 態 に な り 、 管 体 １ ２ ２ の 下 端 が 、 第 ２ 室 （
図 示 せ ず ） 内 に 収 容 さ れ た 飲 用 液 体 に 浸 る 。 こ の 実 施 の 形 態 は 、 フ ィ ル タ 装 置 を 、 適 切 な
プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 構 成 し て 、 管 体 １ ２ ２ の 寸 法 と 材 質 と を 適 切 に 選 択 す る こ と に よ っ
て 、 管 体 １ ２ ２ と ダ ク ト １ ２ ０ と の 間 に 密 閉 が 得 ら れ る よ う に す る 場 合 、 又 は 、 適 切 な 金
属 （ 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム ） 、 若 し く は 、 密 閉 を 得 る こ と が で き な い プ ラ ス チ ッ ク 材 料 を
用 い る 場 合 、 い ず れ で も 適 用 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 後 者 の 場 合 、 図 ３ 及 び ４ に 符 号
１ ４ ０ で 示 す よ う な 密 閉 ガ ス ケ ッ ト を 、 使 用 し て 密 閉 を も た ら す 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 フ ィ ル タ 装 置 ２ ４ 又 は １ ２ ４ に 加 え て 、 ２ 個 の 容 器 １ ２ 及 び １ ４ も 、 食 料 と 接 触 す る の
に 適 し た プ ラ ス チ ッ ク 材 料 で 形 成 し て も よ い こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 こ う し た 缶 は 、
炎 の 上 又 は ホ ッ ト プ レ ー ト に 置 く に は 適 し て い な い が 、 電 子 レ ン ジ に 入 れ て 使 用 す る こ と
は 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 缶 、 特 に 、 飲 用 液 体 を 収 容 済 み の 第 ２ 室 に は 、 好 ま し く は 、 安 全 弁 を
取 り 付 け て も よ い こ と に 留 意 さ れ る 必 要 が あ る 。 安 全 弁 は 、 収 集 室 と し て 機 能 す る 第 １ 室
に 流 出 す る よ う に 設 け る こ と が 好 ま し い 。 こ う す る と 、 外 部 へ の 放 出 が 回 避 さ れ 、 缶 は 、
そ の 形 状 及 び 外 観 が 、 通 常 の 市 販 の 食 品 缶 と 外 部 的 に 変 わ ら ず 、 そ の ま ま 取 り 扱 う こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 缶 を 用 い て 所 望 の 飲 料 を 得 る 物 質 と し て は 、 切 り 刻 ん だ 又 は 粉 末 に し た 物 質 の
他 に 、 ゼ リ ー 状 の 物 質 （ カ プ セ ル に 入 れ た も の を 含 む ） を 用 い て も よ い 。 但 し 、 フ ィ ル タ
装 置 内 に 入 れ て も 、 所 望 の 飲 料 を 生 成 す る の に 適 し て い る 必 要 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 缶 に 関 す る 第 １ 実 施 の 形 態 の 軸 線 方 向 縦 断 面 図 で あ っ て 、 飲 料 が 使
用 者 に 提 供 で き る 状 態 に あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ と 同 様 な 図 で あ る が 、 使 用 者 の 操 作 に よ り 、 缶 が 使 用 可 能 状 態 に あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 缶 に 関 す る 変 形 態 様 の 一 部 断 面 図 で あ っ て 、 図 １ に 示 す 状 態 に 対
応 す る 状 態 に あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ と 同 じ 変 形 態 様 を 示 す も の で あ る が 、 図 ２ に 示 す 状 態 に 対 応 す る 状 態 に あ る
。
【 図 ５ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 缶 に 関 す る 別 の 変 形 態 様 の 詳 細 を 示 す も の で あ る 。
【 図 ６ 】 さ ら に 別 の 変 形 態 様 の 詳 細 を 示 す も の で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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